
令和 5 年度（一財）日本建設情報総合センター 

研究助成決定 
 
令和 5 年度の研究助成については、8 月 2 日に学識経験者を含めた審査委員会において厳正な審

査を行い、応募があった 11 件のうち 9 件に対して研究助成を実施することを決定しました。 
今年度も 7 つの対象課題を設定し、助成の対象となる研究を募集しました。特に応募が多かった

のは、「ICT 等に関する技術（AI、5G/IoT、XR(VR、AR、MR、SR)、センシング技術、画像処理

技術等）の建設分野における活用に関する調査研究」と「3 次元モデルや 3 次元データの活用によ

る建設生産性向上、維持管理の効率化・高度化に関する研究」でした。 
また、若手の研究者による今後の研究の発展・充実を期待して、平成 29 年度から若手研究者枠

（35 歳以下）を設けており、今年度も 2 件を採択しております。 
採択された研究については、JACIC が主催する成果報告会だけでなく、国内外を問わず広く学

会等において成果を発信し、あわせて学術論文として投稿することで、建設情報システムの発展に

大いに寄与することを期待します。 
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